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研究成果の概要： 

歯 科 治 療 に 要 す る 時 間 を 明 ら か に す る こ と は ，医 療 経 済 に お い て 重
要 で あ る ．し か し ，治 療 の 難 易 度 ，術 者 の 熟 練 度 ，治 療 環 境 な ど に
よ る 影 響 を 明 ら か に す る た め に ，実 際 の タ イ ム ス タ デ ィ を 様 々 な 条
件 下 で 行 う こ と に は 限 界 が あ る ．そ こ で ，ま ず 総 義 歯 治 療 に お け る
治 療 時 間 を 明 ら か に す る た め に ，歯 科 医 師 が 必 要 と 意 識 し て い る 治
療 時 間 に つ い て 患 者 の 難 易 度 ご と に 調 査 を 行 っ た ． 今 回 は さ ら に ，
実 際 に 患 者 資 料 を 見 た う え で の 歯 科 医 師 の 治 療 時 間 に 関 す る 意 識
を 調 査 し ，実 際 の 治 療 時 間 と の 関 係 を 明 ら か に し ，模 擬 患 者 を 用 い
た タ イ ム ス タ デ ィ の 確 立 を 行 う こ と を 目 的 と し た ．  

 
研究成果の概要（英文）： 
Considerations of healthcare economics make it important to clarify the time 
required for each type of dental treatment. In this study, we conducted a survey 
of dentists’ estimates of the time that would be required to treat certain 
patients after reading the clinical information about their particular cases. 
The purpose of this study was to elucidate the relationship between estimated 
time and actual treatment time, and to establish a time study model using a 
standardized patient, based on the results of this survey.  
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１．研究開始当初の背景 

歯科治療に要する時間を明らかにする
ことは，医療経済において重要である．
歯科治療時間の予測ができれば，難症例
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は専門医に依頼するなどの適切な対処が
可能となり，医療の質や効率性は大いに
高まるものと思われる． 
（社）日本補綴歯科学会では，補綴歯科

治療の治療対象となる疾病，障害の病態
を評価するために症型分類を策定してき
た．この症型分類は，補綴歯科治療を行
う際の症例の難易度を評価するには都合
がよいが，実際にどれだけ治療時間が掛
かるかを予測するのは難しい． 
歯科治療に要する時間については，今ま

でもいわゆるタイムスタディとして行わ
れてきた。しかし,補綴治療に関する報告
は比較的少ない．さらに,症型分類ごとに
認定医・専門医資格の有無によるタイム
スタディを行うためには，かなりの調査
期間と労力が必要になる． 
 

２．研究の目的 
歯科医師のこれまでの経験に基づいた「治

療に必要な時間に関する認識」を調査するの
であれば，多くのデータ集積が可能である．
一連の治療に関してもれなく調査が可能で
あり，比較的経費をかけずに歯科医師の意識
調査を行うことができると考えた． 
 (社)日本補綴歯科学会研究企画推進委員
会のもとで，条件を規格化しやすい無歯顎者
を対象とし，全部床義歯治療時間に関する歯
科医師の意識調査を行い，歯科医師の熟練度
（認定医・専門医資格取得状況）と症例の難
易度（症型分類）が治療時間におよぼす影響
を明らかにした． 
 しかしこの研究では，症例の難易度を下記
の 4段階の例を示したに過ぎず，歯科医師は
これだけを見て治療に必要な時間を回答し
なければならなかった． 
 
３．研究の方法 
調査対象は，昭和大学歯学部高齢者

歯科学教室の教室員 20名（日本補綴
歯科学会指導医 3名，専門医 1名）難
易 度 の 異 な る 無 歯 顎 補 綴 3症 例 の 診
療 は 日 本 補 綴 歯 科 学 会 専 門 医 1名 が
担当し，診療時間を記録した．（表１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 表１  被 験 者 の 内 訳  

 

当教室員 (20 名 )に調査用紙を示し，

無歯顎補綴 3 症例の口腔内写真，研
究模型を示し，各診療ステップ（表
２）の診療時間と回数の意識調査を
行った . 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表 ２  診 療 の ス テ ッ プ  

 
後日，前回の資料に加えて ,調査結

果を集計し ,臨床経験で 3 つに区分 (5
年未満， 5 年以上，すべて )したグラ
フを提示し再度，各診療ステップの
診療時間と回数の調査を行った .(デ
ルファイ法 ). 

 
 各診療ステップで診療に必要な時
間と回数の平均と症型分類の平均を
求め，実際の診療時間との比較を行
った．さらに以前の研究と比較する
ために，日本歯科医学会が行った 300
施設に対する大規模な歯科治療全般
にわたるタイムスタディとの比較を
行った．  
 また，各診療ステップでの資格の
有 無 (専 門 医 以 上 ) と 症 例 の 難 易 度
の意識調査を２元配置分散分析にて
解析した．  
 
４．研究成果  
実際の治療時間と歯科医師の意識は，
症例の難易度による差はあるものの
平均値においては差がなかった．最
終印象や咬合採得など，術者の熟練
度の影響が強く出る診療ステップで
は難易度が増すとともに実際の治療
時 間 も 歯 科 医 師 の 意 識 も 長 く な っ
た .  

医療面接，診察 ，試 適および義歯
装着の診療ステップにおいて，有資
格者の意識の時間は無資格者に対し
て優位に短かった．また，難易度に
よる有意差は，概形印象，前指導，
咬合採得および後指導において有意
差が認められた．総義歯治療時間に
関する歯科医師の実際の治療時間と
歯科医師が必要と意識している治療
時間 (意識 )を比較することにより，
バーチャルタイムスタディの確立を



 

 

目指した．その結果，多くの治療ス
テップで実際の治療時間と意識の時
間で同じ傾向が示された．  
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